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ロシア・ウクライナ情勢による当社グループの業績への影響等について 

 

当社グループでは、主にEコマース事業・グローバルコマース部門においてロシア、ウクライナを含む

118の国と地域のお客様へサービスの提供を行っておりますが、ロシア・ウクライナ情勢および、その影

響等による原油価格の上昇が当該事業に与える影響が懸念される状況が続いておりますので、当社グル

ープの業績への影響と今後の見通しについて下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1.国際物流の状況及び業績への影響について 

当社グループのtenso㈱が運営する海外消費者向け購入サポート事業「Buyee」と海外転送事業「転送

コム」において、国際物流パートナーを通じて海外への発送を行っておりますが、各物流パートナーが

ロシアおよびウクライナ向けの配送を見合わせていることから、両事業におきましてロシア、ウクライ

ナ向けの発送を一時的に停止しております。しかしながら、両国向けの流通総額は同社の流通総額の1％

未満であり、当社グループの業績に与える影響は軽微であります。また、昨年より、ロシアを戦略的重

点地域として位置付けておりましたが、同国向けの各種プロモーション施策の実施についても見合わせ

ております。 

また、当社グループの㈱ショップエアラインが運営する国内消費者向けグローバルショッピング事業

「セカイモン」において、欧州から日本への貨物便がキャンセルされている影響で、同社サービスの配

送に遅れが生じております。しかしながら、配送停止には至っておらず、当社グループの業績に与える

影響は軽微であります。 

 

2.国際配送料について 

 上記配送の停止・遅延の影響に加え、かねてより原油価格の上昇等により世界的に物流費用の高騰が

続いております。当社グループも燃油サーチャージなどの追加費用の発生の影響を受け、やむを得ず、

3月14日より「Buyee」において、国際配送料の値上げを実施いたします。値上げ後も、引き続き競争力

のある国際配送料の提供が可能であると考えております。 

なお、引き続き国際物流費用の値上げ圧力は強い状況が続くと考えており、各物流パートナーとの

連絡を密に取り状況を注視してまいります。 



 

2 

 

3.今後の見通しについて 

 ロシア・ウクライナ情勢および、それに起因する原油価格の上昇等の今後の見通しについては、不透

明な状況でありますが、当社といたしましては、あらゆるリスクを想定し可能な限りの対策を講じてま

いります。また、今後も重要な事象が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 各サービスの配送状況、配送料金等についての最新の情報につきましては、それぞれのサービスサイ

トにてお知らせしてまいります。 

Buyeeのサービスサイト：https://buyee.jp/ 

転送コムのサービスサイト：https://www.tenso.com/ 

セカイモンのサービスサイト：https://www.sekaimon.com/ 

 

以上 


